
写
真
か
ら
宮
沢
賢
治
へ
の
ザ
・ロ
ン
グ
ロ
ン
グ
＆
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
展
だ
ニ
ャ
。。
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Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
は

通
算
９
回
目
の
担
当
と
な
り

ま
す美

術
館
に
と
っ
て
は

総
力
を
発
揮
す
る

重
要
な
展
覧
会
で
す

我
こ
そ
は

Ｔ
Ｏ
Ｐ 

of 

Ｔ
Ｏ
Ｐ
と

言
え
る
で
し
ょ
う

Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

〈
時
間
旅
行 

千
二
百
箇
月
の

過
去
と
か
ん
ず
る
方
角
か
ら
〉は

４
月
４
日（
木
）〜
７
月
７
日（
日
）

開
催
だ
ニ
ャ
！

タ
イ
ト
ル
が
や
た
ら

長
く
て
ク
ド
い
と
思
っ
た
ら

担
当
は
黒
い
暴
走
機
関
車

　

イ
シ
ダ
学
芸
員
だ
ニ
ャ

と
も
す
れ
ば
地
味
な

存
在
と
思
わ
れ
が
ち
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

で
す
が

イ
シ
ダ
学
芸
員

最
後
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

担
当
か
も
し
れ
な
い
ニ
ャ

２
０
０
８
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年

担
当

　ネ
タ
切
れ
に
な
っ
て

き
た
の
で
し
ば
ら
く
は
担
当

し
て
な
か
っ
た
ん
で
す
が

気
持
ち
を
新
た
に

燃
え
尽
き
覚
悟
で

頑
張
り
ま
す
！

３
７
０
０
０
点
以
上
も

収
蔵
し
て
て

　ネ
タ
切
れ

と
か
ア
リ
な
の
か
？

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
模
し
た

と
い
う
有
名
な
一
枚
も

関
係
者
か
ら
借
用

も
は
や
宮
沢
賢
治

展
じ
ゃ
な
い
か

50
年
前
に
刊
行
さ
れ
た

『
春
と
修
羅
』
復
刻
版
は

入
手
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

４
／
３（
水
）に
は
す
ぐ
そ
ば
の

ヱ
ビ
ス
ビ
ー
ル
記
念
館
が
新
装

オ
ー
プ
ン

　Ｔ
Ｏ
Ｐ
で
も
か
つ
て
の

ビ
ー
ル
工
場
の
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
予
定

『LIFE

』や『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』

 

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
展
示
な
ど

写
真
や
映
像
以
外
の
要
素
を

加
え
る
こ
と
で
面
白
く
す
る

コ
ラ
ボ
の
醍
醐
味
を
存
分
に

味
わ
え
ま
す

ぜ
ひ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
に
来
て

写
真
や
賢
治
と
の
時
間
旅
行

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

片
道
切
符
っ
ぽ
い
図
だ
な

も
は
や
何
が
な
ん

で
も
コ
ラ
ボ
だ
ニ
ャ

だ
ニ
ャ
。。

の巻
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ボクと写真と時間旅行と時 宮々沢賢治
恵
比
寿
駅
か
ら
の
動
く
歩
道
を
銀
河
鉄
道
だ
と
思
っ
て
来
館
し
て
ニ
ャ
。。

明
治
大
学
が
所
蔵
す
る

貴
重
な
初
版
本
を
借
り
て

復
刻
版
と
Ｗ
展
示
実
現
！

写
真
フ
ァ
ン
だ
け
で

な
く

　賢
治
フ
ァ
ン

必
見
だ
ニ
ャ
！

フ
ァ
ン
な
ら

負
け
る
な

春
は
出
会
い
の
季
節
だ
ニ
ャ
。
管
理
係
に
吹
く
新
し
い
風
。。。
な
ら
ぬ

嵐
が
吹
き
荒
れ
る
!!

予
告

雨ニモ風ニモ。カレー沢薫ニャ。。

７
巻
ま
で
発
売
中
。
き
み
も
読
む
愛
と
生
命
の
書
。カ
レ
ー
沢
薫
『
ひ
と
り
で
し
に
た
い
』は
講
談
社
よ
り
。。

黒岩保美黒岩保美
〈D51 488 山手貨物線（恵比寿）〉〈D51 488 山手貨物線（恵比寿）〉

1953年1953年

今月の歌
花巻農学校精神歌

作詞：宮沢賢治  作曲：川村悟郎  1922
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プ
ラ
ン
と
作
品
は
山
の

よ
う
に
あ
る
が
全
体
像
が

な
か
な
か
見
え
な
い

全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

ま
る
で
見
え
て
こ
な
い

こ
れ
で
一
つ
の
コ
ー
ナ
ー
は

で
き
る
ぞ
と
気
づ
き
ま
し
た

昭
和
末
期
の
渋
谷
と
か

自
分
が
知
っ
て
る
場
所
の

昔
の
写
真
を
見
る
の
は

す
っ
ご
く
楽
し
い

そ
う
だ
！

　

写
真
に
と
ら
わ
れ
ず

コ
ラ
ボ
し
よ
う
！！

か
く
し
て
賢
治
に
触
発
さ
れ

敬
意
を
捧
げ
る
「
時
間
旅
行
」
を

決
意

　詩
の
序
文
自
体
も
展
示

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

わ
た
く
し
と
い
ふ
現
象
は

わ
た
く
し
と
い
ふ
現
象
は

仮
定
さ
れ
た
有
機
交
流
電
燈
の

仮
定
さ
れ
た
有
機
交
流
電
燈
の

ひ
と
つ
の
青
い
照
明
で
す

ひ
と
つ
の
青
い
照
明
で
す

テ
ー
マ
だ
け
が

先
走
っ
た
の
か

そ
ん
な
中

　Ｔ
Ｏ
Ｐ
に
は

百
年
前
＝
１
９
２
４
年
の

収
蔵
品
が
多
い

し
か
し
残
念
な
が
ら

Ｔ
Ｏ
Ｐ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

宮
沢
賢
治
は

　縁
も
ゆ
か
り

も
な
い

写
真
で
い
ろ
ん
な
時
代
を

旅
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
も
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
で
完
結

さ
せ
た
く
な
い
…
…

し
か
し
せ
っ
か
く

思
い
つ
い
た
か
ら
に
は

何
と
か
宮
沢
賢
治
を

絡
ま
せ
た
い

話
が
い
き
な
り

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ニ
ャ

自
分
の
発
想
に
縛
ら
れ
て

身
動
き
取
れ
な
く
な
っ
て

る
ぞ

僕
が
大
好
き
な
賢
治
の
詩
集

『
春
と
修
羅
』
は
１
９
２
４
年

刊
行

　こ
れ
で
よ
う
や
く
企
画

が
ま
と
ま
る
ぞ
と
思
い
き
や
！

そ
し
て
自
分
の
日
記
に

「
あ
る
朝
起
き
て
宮
沢
賢
治

が
必
要
だ
と
思
っ
た
」
と

書
い
て
あ
る
の
を
発
見

い
っ
た
い
ど
ん
な

朝
だ
ニ
ャ
？

四
次
元
的
な
世
界
観
の

『
春
と
修
羅
』は
時
空
を

超
え
て
い
る

過
去
か
ら
の
来
訪
者
・
宮
沢
賢
治

が
展
覧
会
の
最
初
と
最
後
に
現
れ
る

ス
ト
ー
リ
ー
を
見
事
考
え
ま
し
た　

年
代
の
ア
ニ
メ

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』の

ラ
ス
ト
で
も
序
文
が

朗
読
さ
れ
ま
す

関
羽
と
キ
ャ
ッ
ツ
が
ジ
ャ
ン
ル
を

関
羽
と
キ
ャ
ッ
ツ
が
ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
た
時
間
旅
行
へ
と
誘
う
ニ
ャ
。。

超
え
た
時
間
旅
行
へ
と
誘
う
ニ
ャ
。。
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作
者
紹
介
。。 

長
州
出
身
、
在
住
の
倒
幕
派
作
家
。
モ
ー
ニ
ン
グ（
講
談
社
）の
新
人
賞
に
本
名『
無
題
』で
投
稿
し
た
作
品
が
あ
え
な
く
落
選
の
憂
き

目
を
見
る
も
ほ
ぼ
即
連
載
決
定
の
不
可
解
に
よ
り
カ
レ
ー
沢
薫『
ク
レ
ム
リ
ン
』と
改
名
改
題
の
上
新
連
載
獲
得
。『
負
け
る
技
術
』で
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
と
し
て
も
デ
ビ
ュ
ー
。
作
品
の
独
自
性
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
精
力
的
な
発
信
が
大
き
な
感
動
を
呼
び
、
常
時
多
数
の
媒
体
で
連
載
、
寄
稿
を
続
け
る
。。

２
Ｆ
展
示
室
で
は「
記
憶
：
リ
メ
ン
ブ
ラ
ン
ス
―
現
代
写
真
・
映
像
の
表
現
か
ら
」が

６
月
９
日（
日
）ま
で
開
催
中
。
時
を
か
け
る
２
つ
の
展
覧
会
を
お
見
逃
し
な
く
！

「
へ
ぇ
ー
」と
言
い
た
く
な
る
ト
リ
ビ
ア
だ
ら
け
の
展
覧
会「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン 

時
間
旅
行
」は
４
月
４
日（
木
）か
ら
７
月
７
日（
日
）ま
で
開
催
。

た
だ
で
さ
え
長
い
話
が

ま
す
ま
す
長
く
な
り
そ
う

だ
ニ
ャ

学
芸
員
イ
シ
ダ

ニ
ァ
イ
ズ
が
産
ん
だ

黒
い
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
。。

広
報
見
習
い
関
羽

来
館
者
が
超
多
い

美
術
館
を
目
指
す
。。

広
報
見
習
い
Ｈ
Ｃ

本
名
却
津
山
春
雄

通
称
キ
ャ
ッ
ツ
。。

…
…
し
か
し
賢
治
に

つ
い
て
展
示
す
る
も
の
が

あ
ま
り
な
い

登
場
人
物
紹
介

‘80

今月の歌
星めぐりの歌

作詞・作曲：宮沢賢治  1935

今月の歌
ポラーノの広場のうた
作詞・作曲：宮沢賢治  1934？
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し
い

そ
う
だ
！
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ず

コ
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か
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賢
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に
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敬
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る
「
時
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身
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好
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年

刊
行
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画
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ま
と
ま
る
ぞ
と
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き
や
！
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の
日
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に
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沢
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」
と

書
い
て
あ
る
の
を
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？

四
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的
な
世
界
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の
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空
を
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え
て
い
る

過
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・
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治

が
展
覧
会
の
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に
現
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ス
ト
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を
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え
ま
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年
代
の
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メ
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道
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』の
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で
も
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読
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関
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が
ジ
ャ
ン
ル
を

関
羽
と
キ
ャ
ッ
ツ
が
ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
た
時
間
旅
行
へ
と
誘
う
ニ
ャ
。。

超
え
た
時
間
旅
行
へ
と
誘
う
ニ
ャ
。。

コ ミ ッ ク D A Y S
c o m i c - d a y s . c o m

カ レ ー 沢 薫 の H P 
rosia29.wixsite.com/mysite

tw
it
te
rカ

レー
沢薫
ひと
りで
しに
たい

@
h
i
t
o
s
h
i
n
i
m
2tw

itter
カ

レ
ー
沢
薫

@
r
o
s
i
a
2
9

このニャン画は？ 山口県発モーニング（講談社）経由銀河行きの漫画家兼コラムニスト、カレー沢薫の
デビュー作＆代表作『クレムリン』（講談社）出張版だニャ。ニャオ（なお）、コミックＤＡＹＳ（講談社）で
終活連載中の最新代表作『ひとりでしにたい』は第7巻まで好評発売中。みんな、読もうじゃニャいか｡。

編集部だより　久々登場だが推定ニァイズ最多出場のイシダ学芸員企画展はこだわりのイシダイズムがますます炸裂、写真を
起点に文学、歴史、美術、音楽 etc.と越境性に富んだ内容です。敬愛する宮沢賢治を無理やり自分の土俵に引きずり出す
までの苦心惨憺は本文で描かれたとおり。膨大なＴOＰコレクションを独自にリミックスするＤＪ的魔術を堪能してください（Ｆ）3 2

作
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介
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長
州
出
身
、
在
住
の
倒
幕
派
作
家
。
モ
ー
ニ
ン
グ（
講
談
社
）の
新
人
賞
に
本
名『
無
題
』で
投
稿
し
た
作
品
が
あ
え
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く
落
選
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定
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な
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が
大
き
な
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び
、
常
時
多
数
の
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で
連
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代
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・
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の
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」が
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月
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日
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で
開
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中
。
時
を
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る
２
つ
の
展
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会
を
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見
逃
し
な
く
！

「
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」と
言
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る
ト
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だ
ら
け
の
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シ
ョ
ン 

時
間
旅
行
」は
４
月
４
日（
木
）か
ら
７
月
７
日（
日
）ま
で
開
催
。

た
だ
で
さ
え
長
い
話
が

ま
す
ま
す
長
く
な
り
そ
う

だ
ニ
ャ

学
芸
員
イ
シ
ダ

ニ
ァ
イ
ズ
が
産
ん
だ

黒
い
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
。。

広
報
見
習
い
関
羽

来
館
者
が
超
多
い

美
術
館
を
目
指
す
。。

広
報
見
習
い
Ｈ
Ｃ

本
名
却
津
山
春
雄

通
称
キ
ャ
ッ
ツ
。。

…
…
し
か
し
賢
治
に

つ
い
て
展
示
す
る
も
の
が

あ
ま
り
な
い

登
場
人
物
紹
介

‘80

今月の歌
星めぐりの歌

作詞・作曲：宮沢賢治  1935

今月の歌
ポラーノの広場のうた
作詞・作曲：宮沢賢治  1934？
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写
真
か
ら
宮
沢
賢
治
へ
の
ザ
・ロ
ン
グ
ロ
ン
グ
＆
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
展
だ
ニ
ャ
。。

vol.vol.0000000000158158東京都写真美術館ニュース 別冊ニァイズ 

Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
は

通
算
９
回
目
の
担
当
と
な
り

ま
す美

術
館
に
と
っ
て
は

総
力
を
発
揮
す
る

重
要
な
展
覧
会
で
す

我
こ
そ
は

Ｔ
Ｏ
Ｐ 

of 

Ｔ
Ｏ
Ｐ
と

言
え
る
で
し
ょ
う

Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

〈
時
間
旅
行 

千
二
百
箇
月
の

過
去
と
か
ん
ず
る
方
角
か
ら
〉は

４
月
４
日（
木
）〜
７
月
７
日（
日
）

開
催
だ
ニ
ャ
！

タ
イ
ト
ル
が
や
た
ら

長
く
て
ク
ド
い
と
思
っ
た
ら

担
当
は
黒
い
暴
走
機
関
車

　

イ
シ
ダ
学
芸
員
だ
ニ
ャ

と
も
す
れ
ば
地
味
な

存
在
と
思
わ
れ
が
ち
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

で
す
が

イ
シ
ダ
学
芸
員

最
後
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

担
当
か
も
し
れ
な
い
ニ
ャ

２
０
０
８
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年

担
当

　ネ
タ
切
れ
に
な
っ
て

き
た
の
で
し
ば
ら
く
は
担
当

し
て
な
か
っ
た
ん
で
す
が

気
持
ち
を
新
た
に

燃
え
尽
き
覚
悟
で

頑
張
り
ま
す
！

３
７
０
０
０
点
以
上
も

収
蔵
し
て
て

　ネ
タ
切
れ

と
か
ア
リ
な
の
か
？

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
模
し
た

と
い
う
有
名
な
一
枚
も

関
係
者
か
ら
借
用

も
は
や
宮
沢
賢
治

展
じ
ゃ
な
い
か

50
年
前
に
刊
行
さ
れ
た

『
春
と
修
羅
』
復
刻
版
は

入
手
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

４
／
３（
水
）に
は
す
ぐ
そ
ば
の

ヱ
ビ
ス
ビ
ー
ル
記
念
館
が
新
装

オ
ー
プ
ン

　Ｔ
Ｏ
Ｐ
で
も
か
つ
て
の

ビ
ー
ル
工
場
の
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
予
定

『LIFE

』や『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』

 
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
展
示
な
ど

写
真
や
映
像
以
外
の
要
素
を

加
え
る
こ
と
で
面
白
く
す
る

コ
ラ
ボ
の
醍
醐
味
を
存
分
に

味
わ
え
ま
す

ぜ
ひ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
に
来
て

写
真
や
賢
治
と
の
時
間
旅
行

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

片
道
切
符
っ
ぽ
い
図
だ
な

も
は
や
何
が
な
ん

で
も
コ
ラ
ボ
だ
ニ
ャ

だ
ニ
ャ
。。

の巻
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ボクと写真と時間旅行と時 宮々沢賢治
恵
比
寿
駅
か
ら
の
動
く
歩
道
を
銀
河
鉄
道
だ
と
思
っ
て
来
館
し
て
ニ
ャ
。。

明
治
大
学
が
所
蔵
す
る

貴
重
な
初
版
本
を
借
り
て

復
刻
版
と
Ｗ
展
示
実
現
！

写
真
フ
ァ
ン
だ
け
で

な
く

　賢
治
フ
ァ
ン

必
見
だ
ニ
ャ
！

フ
ァ
ン
な
ら

負
け
る
な

春
は
出
会
い
の
季
節
だ
ニ
ャ
。
管
理
係
に
吹
く
新
し
い
風
。。。
な
ら
ぬ

嵐
が
吹
き
荒
れ
る
!!

予
告

雨ニモ風ニモ。カレー沢薫ニャ。。

７
巻
ま
で
発
売
中
。
き
み
も
読
む
愛
と
生
命
の
書
。カ
レ
ー
沢
薫
『
ひ
と
り
で
し
に
た
い
』は
講
談
社
よ
り
。。

黒岩保美黒岩保美
〈D51 488 山手貨物線（恵比寿）〉〈D51 488 山手貨物線（恵比寿）〉

1953年1953年

今月の歌
花巻農学校精神歌

作詞：宮沢賢治  作曲：川村悟郎  1922
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